
被
災
地
へ
向
か
っ
た
人
、
北
海
道
か
ら
支
援
し
た
人

─
　
何
を
思
い
行
動
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
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大
気
と
海
洋
の

放
射
線
を
測
る
こ
と
で

見
え
て
く
る
も
の

震
災
後
、
い
ち
早
く
放
射
性
物
質
・
放
射
線
量
の
測
定
を
始
め
た

研
究
者
が
い
ま
す
。
地
球
環
境
科
学
研
究
院
の
渡
邉
豊
さ
ん
で
す
。

大
気
海
洋
化
学
の
専
門
家
で
あ
る
渡
邉
さ
ん
に
、

大
気
と
海
洋
を
と
も
に
研
究
す
る
意
味
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

震
災
直
後
か
ら

放
射
線
量
を
測
定

　
地
震
発
生
直
後
の
三
月
下
旬
か

ら
、
北
海
道
大
学
構
内
と
釧
路
公
立

大
学
で
、
渡
邉
豊
さ
ん
は
大
気
の
放

射
性
物
質
・
放
射
線
量
の
測
定
を
始

め
ま
し
た
。
ま
た
、
海
水
中
の
測
定

も
行
い
ま
し
た
。「
北
大
は
、
水
産
学

部
附
属
の
練
習
船
・
お
し
ょ
ろ
丸
を

所
有
し
て
い
ま
す
。
こ
の
利
点
を
生

か
そ
う
と
、
航
海
士
た
ち
の
協
力
を

仰
ぎ
、
あ
ま
り
測
定
さ
れ
て
い
な
い

海
洋
の
放
射
線
量
測
定
を
始
め
ま
し

た
」。
渡
邉
さ
ん
は
北
大
の
水
産
学

部
出
身
。
震
災
後
、
測
定
の
た
め
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
お
し
ょ
ろ
丸
と

の
連
携
も
含
め
、
海
洋
学
者
の
中
で

自
然
発
生
的
に
で
き
あ
が
っ
た
と
い

い
ま
す
。

実
際
の
活
動
を

進
め
る
中
で

　「
一
般
的
に
、
海
洋
の
放
射
線
量

の
測
定
は
、
後
回
し
に
な
っ
て
し
ま

う
」と
渡
邉
さ
ん
は
言
い
ま
す
。
な

札幌市中心部と函館市に広大なキャンパスを有する北海道大学。
その広大な大学の中で、東日本大震災の後、たくさんの研究者が熱い思いを抱きました。

「東日本大震災が起きて、北海道大学は何をしたんだろう？」
心に留めておきたい、北大の研究者たちの動きです。

そのとき研究者が動いた

渡邉 豊（わたなべ  ゆたか）
地球環境科学研究院 准教授
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ぜ
な
ら
、
海
に
は
人
が
住
ん
で
お
ら

ず
、
ま
ず
は
人
の
住
む
陸
地
の
大
気

の
測
定
が
優
先
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
大
気
と
海
洋
に
は
深
い
関

わ
り
が
あ
り
、
相
互
の
関
係
か
ら
と

ら
え
な
け
れ
ば
、
放
射
能
汚
染
の
実

態
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
と
、
渡
邉

さ
ん
は
考
え
て
い
ま
す
。

　
お
し
ょ
ろ
丸
で
は
、
海
洋
観
測
専

用
の
機
械
で
海
面
か
ら
深
度
一
〇
〇

ｍ
く
ら
い
ま
で
の
水
を
採
っ
て
い
ま

す
。
深
度
一
〇
〇
ｍ
と
い
う
の
は
、

主
な
海
洋
生
物
の
生
息
域
な
の
で

す
。
さ
ら
に
、
渡
邉
さ
ん
は
二
〇
一

一
年
六
月
、
土
壌
調
査
の
研
究
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
福
島
県
を
訪
れ
ま

し
た
。
使
命
感
を
も
っ
て
全
国
か
ら

集
ま
っ
た
多
く
の
研
究
者
の
姿
を
見

て
、「
日
本
も
ま
だ
捨
て
た
も
の

じ
ゃ
な
い
な
」と
感
じ
た
そ
う
で
す
。

渡
邉
さ
ん
自
身
、
大
気
海
洋
化
学
者

と
し
て
、「
い
ま
や
ら
な
く
て
、
い
つ

や
る
の
か
」と
い
う
強
い
気
持
ち
で

活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
多

数
の
研
究
者
の
力
を
合
わ
せ
た
調
査

の
結
果
が
、「
福
島
土
壌
調
査
」（
※
）

と
題
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
提
供
さ

れ
て
い
ま
す
。

意
外
に
近
い
、

被
災
地
と
北
海
道

　
北
海
道
と
今
回
の
被
災
地
と
の
間

は
海
で
隔
て
ら
れ
て
い
る
た
め
、
北

海
道
で
は
、
安
心
感
を
も
っ
て
い
る

人
が
多
い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
渡

邉
さ
ん
は
「
北
海
道
は
東
北
か
ら
遠

く
離
れ
た
地
で
は
決
し
て
あ
り
ま
せ

ん
。
北
大
は
、
東
北
地
方
に
近
い
大

学
で
す
。
北
海
道
に
い
る
か
ら
こ
そ

で
き
る
こ
と
が
、
た
く
さ
ん
あ
る
」

と
語
り
ま
す
。
北
海
道
に
い
て
も
、

私
た
ち
は
震
災
と
は
決
し
て
無
関
係

で
は
な
い
の
で
す
。

被
災
標
本
の
修
復

　
　
〜
文
化
財
を
未
来
へ
遺
す
作
業
〜

い
つ
も
静
寂
に
包
ま
れ
て
い
る
北
海
道
大
学
総
合
博
物
館
。

し
か
し
、
震
災
後
こ
こ
は
被
災
地
の
文
化
財
を
守
る
と
い
う
熱
意
を
抱
い
た

人
々
の
熱
い
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。
昆
虫
、
化
石
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
標
本
の
中
か
ら
、
植
物
標
本
修
復
作
業
を
紹
介
し
ま
す
。

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

文
化
財
の
被
災

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
で
、

岩
手
県
の
陸
前
高
田
市
立
博
物
館
は

二
階
天
井
ま
で
浸
水
し
、
学
芸
員
全

員
が
犠
牲
と
な
り
、
文
化
財
収
蔵
庫

も
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

震
災
か
ら
一
カ
月
が
経
ち
、
岩
手
県

の
職
員
が
館
内
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
海
水
と
泥
に
ま
み
れ
た
多
く
の

標
本
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
見
つ

か
っ
た
植
物
標
本
は
一
万
五
千
点
。

う
ち
、
八
千
点
が
修
復
の
必
要
の
あ

る
も
の
で
し
た
。
水
を
含
ん
だ
植
物

標
本
は
、
カ
ビ
に
よ
る
腐
敗
が
進
ん

で
い
ま
し
た
。

被
災
植
物
標
本
、

北
海
道
大
学
へ

　
岩
手
県
立
博
物
館
学
芸
員
の
迅
速

な
手
配
に
よ
り
、
北
海
道
大
学
総
合

博
物
館
に
も
約
二
百
点
の
被
災
植
物

標
本
が
届
き
ま
し
た
。
高
橋
英
樹
さ

ん
の
指
導
の
も
と
、
九
名
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
修
復
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
高
橋
さ
ん
は
、「
災
害
が
起
き
る

と
、
被
災
者
の
安
否
情
報
が
一
番
気

高橋 英樹（たかはし ひでき）
総合博物館　教授

※福島土壌調査
　http://www.rcnp.osaka-u.ac.jp/dojo/

おしょろ丸でのサンプリング・測定で使用して
いる海洋観測のための機械
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に
な
り
ま
す
か
ら
、
博
物
館
に
勤
め

て
い
る
私
で
さ
え
、
標
本
が
被
災
し

て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
余
裕
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
」と
当
時
を
振
り
返

り
ま
す
。

　
水
没
し
た
標
本
を
目
に
し
た
の
は

初
め
て
の
こ
と
で
し
た
。
標
本
に
付

い
て
い
る
ラ
ベ
ル
に
は
、
採
取
日

時
・
場
所
な
ど
標
本
を
知
る
重
要
な

記
録
が
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
滲
ん

で
読
み
づ
ら
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
う
え
、
標
本
に
付
着
し
た
泥
の

除
去
、
塩
抜
き
、
カ
ビ
の
除
菌
は
、

過
去
に
例
の
な
い
作
業
で
す
。
し
か

し
作
業
が
進
む
に
つ
れ
て
、
修
復
の

ノ
ウ
ハ
ウ
は
徐
々
に
蓄
積
さ
れ
て
い

き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
電
子
メ
ー
ル

に
よ
っ
て
、
同
じ
作
業
に
携
わ
る
全

国
の
人
々
の
間
で
共
有
化
さ
れ
、
洗

練
さ
れ
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。

　
こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
力
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
努
力
に
よ
り
、
約

二
百
点
の
修
復
作
業
は
無
事
完
了

し
、
標
本
を
岩
手
に
送
り
返
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。「
今
回
の
震
災
で

は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
性
を
実

感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
現
地
に
行
か

な
く
て
も
被
災
地
に
貢
献
で
き
る
こ

と
に
気
づ
き
ま
し
た
」と
高
橋
さ
ん

は
言
い
ま
す
。

災
害
時
の
文
化
財
保
護

そ
の
重
要
性
を
考
え
る

　
標
本
修
復
作
業
は
、
博
物
館
に
収

蔵
さ
れ
て
い
る
多
く
の
文
化
財
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に

も
な
り
ま
し
た
。
高
橋
さ
ん
は
こ
う

語
り
ま
す
。「
日
本
全
国
の
博
物
館
に

は
、
研
究
者
も
知
ら
な
い
貴
重
な
標

本
が
眠
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
標
本
の
管
理
や
見
せ
方
な
ど
、

『
文
化
財
の
こ
れ
か
ら
』に
つ
い
て
、

学
芸
員
だ
け
で
は
な
く
、
行
政
や
地

域
の
人
々
と
協
力
し
て
見
直
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
」

大学病院
医師・看護師・薬剤師などからなる医
療救護チームを陸前高田市に派遣

水産科学研究院　宮澤 晴彦
「北海道におけるホタテガイ養殖場の被
害状況と復興」と題して講演

地球環境科学研究院　田中 俊逸
土壌汚染の実態調査に学生とともにボ
ランティアとして参加

地球環境科学研究院　長谷部 文雄
「原発事故による放射性物質拡散につい
ての気象学的考察」と題して講演

低温科学研究所
低温室にて雪氷試料や生物試料などを
保管

情報基盤センター
被災地にある大学の学生へネットワー
ク環境を提供

工学研究院　松藤敏彦研究室
災害廃棄物の処理処分についての現地
調査

工学研究院　船水尚行研究室
被災地でも作れる簡易トイレ作成マ
ニュアルの制作

歯学研究科
青森県保険医協会に支援物資を送付

地球環境科学研究院　豊田 和弘
「陸水系や土壌中での放射性核種の振る
舞いとその影響予測」と題して講演

工学研究院　山田 朋人
「岩手県の津波被害と支援体制（情報ボ
ランティア支援を通して）」と題して講演

地球環境科学研究院　池田 元美・渡邉 豊ほか
「東日本大震災の環境被害：特に放射能
汚染について」と題したシンポジウムを
実施

歯学研究科
東北大学歯学部あてに口腔ケア用品を
送付

情報科学研究科　田中 孝之
石巻市で復旧作業をするボランティア
に筋力補助スーツを提供

今回の震災に関して、北海道大学の教職員が
行った支援活動などの一部を紹介します。

北大の動き

標本に付いた泥を洗い流し、塩分が抜けるまで繰り返し作業しました
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北
海
道
観
光
産
業
へ
の
影
響
と
消
費
者
の
意
識
を
明
ら
か
に

震
災
は
北
海
道
の
観
光
に
も
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

そ
の
実
態
を
具
体
的
な
数
字
で
知
る
こ
と
は
、
道
内
の
観
光
や
経
済
、
そ
し
て
私
た
ち
の
生
活
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
で
す
。

「
漠
然
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
く
、
実
際
の
デ
ー
タ
か
ら
語
る
こ
と
」、
そ
の
た
め
に
は
大
規
模
で
綿
密
な
調
査
が
必
要
で
す
。

こ
の
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
い
ち
早
く
立
ち
上
げ
た
研
究
者
た
ち
が
い
ま
す
。

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
始
動

　「
北
海
道
の
大
学
と
し
て
、
地
元

の
経
済
活
動
・
事
業
者
に
意
味
の
あ

る
調
査
を
」。
こ
の
思
い
か
ら
、
震
災

に
対
す
る
北
海
道
の
観
光
事
業
者
へ

の
影
響
を
調
査
し
た
の
が
、
宮
部
潤

一
郎
さ
ん
（
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
院
教
授
）、
伊
藤

直
哉
さ
ん
（
同
教
授
）、
北
見
幸
一
さ

ん
（
同
准
教
授
）を
は
じ
め
と
し
た

メ
ン
バ
ー
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

す
。
宮
部
さ
ん
た
ち
は
震
災
直
後
、

「
観
光
産
業
が
ど
う
い
う
状
況
に
あ

る
の
か
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
」と

考
え
、
国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
・
観
光

学
院
の
大
学
院
生
の
総
力
も
結
集

し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。

　
観
光
産
業
で
は
、
消
費
者
側
の
意

識
も
重
要
で
あ
る
た
め
、
国
内
・
海

外
の
消
費
者
が
、
震
災
後
、
何
を
考

え
、
ど
う
行
動
し
た
の
か
も
調
査
。

「
人
の
気
持
ち
は
す
ぐ
に
変
化
す
る

だ
け
に
、
震
災
一
カ
月
後
で
し
か
と

れ
な
い
デ
ー
タ
は
大
き
な
意
味
を
も

ち
ま
す
」（
宮
部
さ
ん
）。
懸
命
な
作

業
の
結
果
、「
東
日
本
大
震
災
に
関

わ
る
道
内
観
光
産
業
の
影
響
度
緊
急

調
査
（
速
報
版
）」（
※
）を
、
震
災
発

生
か
ら
約
二
カ
月
後
の
二
〇
一
一
年

五
月
一
九
日
に
発
表
し
ま
し
た
。

見
え
始
め
た
震
災
の
影
響

　
調
査
結
果
は
意
外
な
も
の
で
し

た
。「
消
費
者
の
観
光
キ
ャ
ン
セ
ル

の
要
因
は
自
粛
ム
ー
ド
で
は
な
く
、

交
通
機
関
の
運
休
な
ど
の
障
害
が
主

な
も
の
で
あ
っ
た
」と
い
う
の
で
す
。

「
も
ち
ろ
ん
、
今
回
の
震
災
に
よ
り
、

北
海
道
の
観
光
産
業
は
落
ち
込
み
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
結
果
や
課
題

を
デ
ー
タ
か
ら
明
ら
か
に
し
な
け
れ

ば
、
本
当
の
意
味
で
『
こ
れ
か
ら
何

を
す
べ
き
か
』は
わ
か
り
ま
せ
ん
」

（
伊
藤
さ
ん
）。
ま
た
、
震
災
一
カ
月

後
の
時
点
で
、
消
費
者
の
震
災
に
対

す
る
関
心
は
薄
れ
始
め
て
い
る
と
い

う
結
果
も
。「
ど
う
し
た
ら
人
の
意

識
に
残
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
に
対

す
る
み
ん
な
の
考
え
、
関
心
を
持
続

さ
せ
ら
れ
る
か
。
こ
れ
は
大
き
な
課

題
で
す
」と
伊
藤
さ
ん
。

　
一
方
、
中
国
・
韓
国
・
台
湾
を
対

象
と
し
た
調
査
も
行
わ
れ
、
隣
国
の

日
本
へ
の
イ
メ
ー
ジ
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。
中
国
・
台
湾
に
比
べ
、
韓

国
は
、
原
発
の
事
故
を
相
当
重
大
な

事
態
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
韓
国

で
は
、
放
射
能
に
よ
る
汚
染
が
韓
国

ま
で
達
し
て
い
る
と
の
報
道
が
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、「
各
国
の
震
災
報

道
と
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
を
深
く
考
え

る
必
要
が
あ
る
」と
北
見
さ
ん
は
言

い
ま
す
。

今
後
も
続
く
調
査

　「
こ
れ
は
教
員
だ
け
の
力
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
大
学
院
生
の
協
力
が
な

け
れ
ば
、
調
査
は
不
可
能
で
し
た
」

（
北
見
さ
ん
）。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
で

す
べ
て
が
終
了
し
た
わ
け
で
は
あ
り

写真は左から、北見幸一（きたみ こういち）さん、宮部潤一郎（み
やべ じゅんいちろう）さん、伊藤直哉（いとう なおや）さん
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ま
せ
ん
。
今
回
の
調
査
は
あ
く
ま
で

も
第
一
段
階
。「
こ
の
後
、
経
済
・
社

会
が
ど
う
推
移
し
て
い
く
の
か
観
測

し
続
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
」（
伊

藤
さ
ん
）。
次
の
調
査
は
震
災
発
生

の
一
年
後
。
あ
の
日
か
ら
一
年
が
経

ち
、
わ
が
国
の
企
業
が
ど
う
変
わ

り
、
そ
の
中
で
北
海
道
の
観
光
産
業

や
消
費
者
の
意
識
は
ど
う
変
化
し
て

い
る
の
か
。「
自
分
の
専
門
を
通
し

て
、
実
社
会
に
役
立
つ
デ
ー
タ
を
提

供
し
、
社
会
に
還
元
し
て
い
く
の
が

我
々
の
使
命
で
す
」（
宮
部
さ
ん
）

　今回の震災では、新聞やテレ
ビといった「伝統メディア」と、
インターネットやTwitterなど
の「新興メディア」がそれぞれ
の役割を発揮しました。ただ、
問題点があったのも事実です。
メディアとの付き合い方を、高
井潔司さんに聞きました。
　「情報がどこから来ているの
か、きちんととらえることが一

番肝心です。情報は伝わるにつれて変化します。特に、新
興メディアでは、出所不明の情報が検証なく流れる場合も
あります。情報源を確かめることは、情報の質を高めるこ
とにもつながります」
　メディアの性格を知ると、情報が流通過程でどう加工さ
れるのかわかってきます。「テレビが登場したとき、新聞
はなくなると言われました。同じように、今後も伝統メ
ディアはそのあり方を変えながら、ネットやTwitterなど
と役割分担していくでしょう」

工学研究院　池上 重康
歴史的建造物の被災調査に関わる情報
のインターネットを介した集約と提供

触媒化学研究センター
被災研究者との施設共同利用・共同研
究の公募

教育学研究院
臨床心理学講座教員、臨床心理士ボラン
ティアによる電話相談の実施

文学研究科　橋本 雄一
震災前の被災地の地図情報と震災後の
航空写真を組み合わせたマップを作成

低温科学研究所
「緊急の共同研究」を募集し、被災した
研究者に研究の場を提供

工学研究院　石川 達也
「地震の概要と地盤の被害の報告」と題
して報告

遺伝子病制御研究所
被災研究者へ施設利用の公募

文学研究科　金子 勇
「脱原発の電力状況見よう～大量の電力
不足を前にして」と題して講演

工学研究院　岸 邦宏
「避難、防災そして復興計画の考え方」
と題して講演

工学研究院　佐藤 靖彦
「地震と津波による構造物の被害と損傷
メカニズム」と題して講演

歯学研究科
宮城県に歯科医療従事者を派遣

水産科学研究院　高津 哲也
「練習船を活用した復興支援教育・研究
活動の提案」と題して講演

工学研究院　岡部聡研究室
被災地のための衛生対策マニュアルの
制作

水産科学研究院　齊藤 誠一
シンポジウムにて「復興に向けた水産海
洋の課題」について討論を行う

 創成研究機構　
被災研究者に対する特殊顕微鏡機器の
無償貸し出し

伝統メディアと新興メディア

高井 潔司（たかい きよし）
メディア・コミュニケーション
研究院／東アジアメディア研究
センター　教授

観光・レジャー活動をキャンセルした具体的な理由は？

※「同調査（速報版）」を基に作成

交通機関の運休
イベントの中止

同行者のキャンセルにより中止
ツアーの中止

観光地での食品への不安
観光地での水への不安

被災地への配慮
原発問題

観光する気持ちにならない
義援金への振り替えのため

知人から止められた
観光施設の営業中止

宿泊施設が十分に機能していない
その他 9.7

8.6
9.7
9.7

3.2
29.0

15.1
18.3

1.1
2.2
5.4
8.6

23.7
48.4

0 4020 60%
割合［％］
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支
援
で
つ
な
が
る
北
大
と
被
災
地

―

私

も

ど

こ

か

に

関

わ

れ

る

か

も

―

　
震
災
の
翌
日「
北
海
道
に
い
る
学

生
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
支
援
を
し
よ

う
」と
学
生
八
人
で
北
海
道
学
生
震
災

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
H
O
S
U
P
）を

立
ち
上
げ
た
の
は
農
学
部
四
年
の
榎

本
大
貴
さ
ん
。
自
身
が
こ
れ
ま
で
関

わ
っ
て
き
た
学
生
団
体
や
市
民
活
動

の
人
脈
を
活
か
し
、
参
加
者
を
募
る

支
援
活
動
の
情
報
を
ウ
ェ
ブ
や
フ

リ
ー
ペ
ー
パ
ー
で
提
供
。
北
海
道
と

被
災
地
を
つ
な
ぐ
、人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
震
災
後
の
国
づ
く
り
を

担
う
の
は
若
い
世
代
」と
い
う
考
え

か
ら
、
被
災
地
で
活
動
し
た
人
や

N
G
O
の
代
表
者
ら
を
招
い
て
勉

強
会
を
開
催
。
体
験
談
を
聞
き
、
学

生
た
ち
が
意
見
交
換
で
き
る
場
を
設

け
て
い
ま
す
。「
変
化
を
生
み
出
す

価
値
観
を
つ
く
る
の
は
若
い
世
代
。

積
極
的
に
い
ろ
い
ろ
な
人
と
話
し
て
、

そ
ん
な
価
値
観
を
養
い
た
い
で
す
」

　
活
動
の
原
動
力
は「
同
世
代
の
人

た
ち
が
同
じ
復
興
と
い
う
ゴ
ー
ル
に

向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
一
体
感
と
、

自
分
た
ち
が
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
つ

く
っ
て
い
く
ん
だ
と
い
う
自
覚
で
す
」

と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
工
学
部
四
年
の
郭か
く

逸い
つ

群ぐ
ん

さ
ん
は

「
被
災
者
の
た
め
に
何
か
し
た
い
」

と
思
い
、
北
大
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
相
談
室
（
※
）を
訪
れ
ま
し

た
。
相
談
員
の
「
同
じ
気
持
ち
の
人

を
集
め
て
み
た
ら
」と
い
う
助
言
で

仲
間
を
募
り
、
何
が
で
き
る
か
話
し

合
い
ま
し
た
。「
自
主
避
難
し
て
き

た
人
た
ち
を
避
難
先
で
支
援
す
る
活

動
が
手
薄
な
の
で
は
」と
感
じ
、
札

幌
に
避
難
し
て
き
た
子
ど
も
た
ち
と

遊
ん
だ
り
、
地
域
に
溶
け
込
む
機
会

を
提
供
す
る
た
め
に
炊
き
出
し
な
ど

も
行
い
ま
し
た
。「
自
分
に
余
裕
が

な
い
と
他
人
は
助
け
ら
れ
な
い
。
で

き
る
人
が
で
き
る
こ
と
を
」と
い
う

相
談
員
の
言
葉
を
胸
に
、
い
ま
も
活

動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　
入
学
間
も
な
い
五
月
に
岩
手
県
釜

石
市
に
行
っ
た
の
は
、
総
合
理
系
一

年
の
宮
本
桃
子
さ
ん
。
震
災
時
は
福

岡
の
実
家
に
い
た
宮
本
さ
ん
が
釜
石

に
行
っ
た
理
由
は「
北
海
道
は
福
岡

よ
り
も
東
北
に
近
い
し
、
考
え
る
だ

け
じ
ゃ
な
く
行
動
が
大
事
だ
と
思
っ

た
か
ら
」。受
入
れ
団
体
を
自
ら
探
し
、

避
難
所
の
子
ど
も
た
ち
と
遊
ん
だ
り
、

浜
辺
を
掃
除
し
た
り
し
ま
し
た
。「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
く
と
い
う
壁
は
高

く
も
厚
く
も
な
か
っ
た
で
す
」

被
災
地
に
近
い
北
海
道

で
き
る
人
が
で
き
る
こ
と
を

情
報
で
人
を
つ
な
ぐ

※　学生ボランティア活動相談室：高等教育推進機構1階　N109。月・水・金　15：30～18：30

勉強会で熱い思いを語る HOSUP 代表・
榎本大貴さん
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学
生
を
被
災
地
へ

　
「
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
ほ
し

い
」。
六
月
初
め
宮
城
県
石
巻
市
を

訪
れ
た
宮
内
泰
介
さ
ん
（
文
学
研
究

科
教
授
）は
、
現
地
の
被
災
者
支
援

組
織
（
P
A
R
C
I
C
）
か
ら
声
を

か
け
ら
れ
ま
し
た
。
研
究
で
お
世
話

に
な
っ
た
石
巻
に
恩
返
し
を
と
「
震

災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」を
企
画
。
七
月
五
日
か
ら
九

月
三
〇
日
ま
で
数
人
を
約
一
週
間

ず
つ
、
計
三
二
人
の
北
大
生
を
派
遣

し
ま
し
た
。

　

時
間
の
経
過
と
と
も
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
は
泥
出
し
や
清
掃
作

業
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
の

運
営
へ
と
移
っ
て
い
き
ま
し
た
。
石

巻
に
は
津
波
で
一
階
部
分
が
損
壊

し
た
も
の
の
無
事
だ
っ
た
二
階
部

分
に
住
ん
で
い
た
人
も
多
く
い
た

た
め
、
避
難
所
よ
り
情
報
や
物
資
が

届
き
づ
ら
い
自
宅
避
難
者
の
孤
立

を
防
ぎ
、
住
民
が
お
茶
を
飲
み
な
が

ら
交
流
で
き
る
場
と
し
て
「
お

ち
ゃ
っ
こ
」が
始
ま
り
ま
し
た
。

「
お
ち
ゃ
っ
こ
」で
心
の
交
流

　

九
月
二
三
日
か
ら
最
後
の
グ
ル
ー

プ
で
活
動
し
た
下
郷
沙
季
さ
ん
（
文

学
部
二
年
）は
、
地
元
の
人
と
徐
々

に
打
ち
解
け
、
本
音
を
語
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
な
る
と
、「
な
ぜ
す
ぐ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
な
か
っ
た
ん
だ

ろ
う
」と
後
ろ
め
た
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
し
か
し
、「
震
災
直
後
の
悲
惨
な

状
況
を
知
ら
な
い
若
い
人
が
い
て
く

れ
る
と
話
題
も
暗
く
な
ら
な
い
し
、

心
が
救
わ
れ
る
よ
う
で
嬉
し
い
」と

地
元
の
人
に
言
わ
れ
、
自
身
の
方
が

救
わ
れ
た
そ
う
。「
そ
の
言
葉
を

き
っ
か
け
に
、
こ
の
人
を
喜
ば
せ
る

た
め
に
何
が
で
き
る
か
具
体
的
に
考

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

最
後
の
派
遣
だ
っ
た
た
め
、
自
分

た
ち
が
帰
っ
た
後
の
お
ち
ゃ
っ
こ
を

支
え
る
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

や
引
継
ぎ
な
ど
に
奔
走
し
た
結
果
、

一
週
間
の
派
遣
予
定
が
一
七
日
間
に

延
長
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
終
了
し
た

い
ま
も
月
一
回
、
友
達
に
会
い
に
行

く
感
覚
で
石
巻
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

事
務
作
業
も
震
災
支
援

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
札
幌
で
支

え
た
学
生
も
い
ま
し
た
。
そ
の
一
人

が
田
村
み
ゆ
き
さ
ん
（
文
学
部
三

年
）。
参
加
者
の
募
集
や
、
現
地
と
の

連
絡
な
ど
事
務
作
業
を
担
当
し
ま
し

た
。
中
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に

よ
っ
て
直
前
の
キ
ャ
ン
セ
ル
も
あ
っ

た
そ
う
。「
現
地
に
行
か
な
い
か
ら
こ

そ
で
き
る
こ
と
を
し
た
だ
け
で
す
」

と
苦
労
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
笑
顔
で

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。「
北
大
は
や

ろ
う
と
思
っ
た
こ
と
が
で
き
る
場

所
。
活
動
を
通
じ
て
、
新
し
い
世
界

や
い
ろ
い
ろ
な
背
景
を
も
っ
た
人
た

ち
に
出
会
え
ま
す
。
自
分
も
も
っ
と

頑
張
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
次
の

活
動
へ
の
原
動
力
に
な
る
ん
で
す
」

大
学
で
の
多
様
な
学
び

　
「
学
生
は
な
る
べ
く
外
へ
」。
そ
う

話
す
の
は
発
起
人
の
宮
内
さ
ん
。

「
学
生
た
ち
は
現
地
で
非
常
に
可
愛

が
っ
て
も
ら
い
、
貴
重
な
人
間
関
係

を
築
い
た
。
こ
れ
か
ら
ど
こ
に
行
っ

て
も
や
っ
て
い
け
る
と
思
う
」と
誇

ら
し
げ
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
今

回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
同
じ
文

学
研
究
科
教
授
の
櫻
井
義
秀
さ
ん
と

と
も
に
、
研
究
科
の
取
り
組
み
と
し

て
教
職
員
か
ら
学
生
が
現
地
に
行
く

交
通
費
の
援
助
を
募
り
ま
し
た
。

「
大
学
に
は
多
様
な
学
び
方
が
あ
る
。

授
業
だ
け
で
は
な
く
社
会
へ
の
窓
口

は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
学
生
に
は

能
動
的
に
学
ぶ
チ
ャ
ン
ス
を
掴
ん
で

経
験
を
積
ん
で
ほ
し
い
」

震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

おちゃっこで地域住民と交流する下郷沙季さん
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　北海道大学には各国からの研究者、留学生、計1450人＊が在籍しています。母国から
遠く離れた日本で体験した震災、原発事故など、日々変わる情報に彼らは何を思い、ど
う行動したのでしょうか。バックグラウンドの異なる彼らだからこそ見えたものは何
なのか、3.11を経て現在も北海道大学で研究を続ける5人の方々に話を聞きました。

＊　2011年11月1日現在（留学生センターホームページより）

　震災後、さまざまな情報が素早く公開されたことに驚

きました。そのデータから、医師としての知識を活かして

自分で放射線量を計算できたので、すぐに札幌は問題な

いと確信しました。計算した数値をFacebookに公開し

て、母国の家族や友人、そして札幌の留学生仲間に伝えま

した。私自身の帰国は全く考えませんでしたが、母国政府

は状況を把握できていなかったので、日本にいるトリニ

ダード・トバゴ人を自分が取りまとめ、日本からの帰国

方法を政府に提案するなど調整役を務めていました。

　母国では毎年洪水が発生して死者が出ますが、政府は

対策を講じることはありません。それに比べて日本人が

災害から学び、次に活かす姿勢に感心します。私は今後、

日本でどんな災害があったとしても、母国に戻るよりも

留まる方が安全だと思っています。

Roshan MAHABIR（ローシャン・マハビア）さん 
トリニダード・トバゴ共和国出身
医学研究科　博士課程3年

放射線量は自分で計算、母国政府に帰国策の提案

　原子力の研究施設がある町で育ち、量子力学を専攻し

た僕にとって、原子力は身近なものなので根拠もなく恐

怖を感じることはありません。原発が一番とは思いませ

んが、フランスは長年この分野に投資しているので、い

まやめるという判断は難しいと思います。

　千年に一度の災害というなら、前例がないのですから、

思い切った革新的な対応をなぜしないのか、そこに疑問

を感じます。みんなが満足するやり方を探すばかりに決

断が遅れるところが日本らしいですね。

　授業でも震災が頻繁に取り上げられますが、参考文献

を見ても専門家の意見が「日本から見た日本」で完結し

ていることが気になります。「海外には日本のことはわか

らない」と閉じている印象が否めません。もっと視点を

広げてほしいと思います。

Bastien LIATARD（バスチャン・リアター）さん
フランス出身
公共政策大学院　修士課程1年

裏目に出た日本らしさ

北大留学生
出身地域別人数

ヨーロッパ
71人

中南米　18人

北米　18人オセアニア　3人

アフリカ　51人
中近東　16人

アジア　1273人

世 3.11界 から
見た
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　原発事故直後は情報が氾濫して不安でした。必要な物

が揃わず、研究にも専念できずにいたので、震災の日本

か、革命のエジプトか迷いましたが、休暇制度を利用し

て 3 月 22 日から 4 月 22 日まで帰国しました。

　日本は人口も地震も多いから原発はリスクが大きいで

すね。エジプトは風力発電に力を入れていて、原発はあ

りません。もし造ったとしても砂漠ならば人がいないの

でリスクは少ないでしょう。日本は安全に対する意識が

高く、優れた技術力もあります。海や太陽光など豊かな

自然条件を活かして、再生可能エネルギー研究の分野で

世界のリーダーになってほしいです。

　私の研究分野ならアメリカなど他の国に移る選択もあ

りましたが、大好きな日本に戻ってきました。その後

結婚し妻を札幌に呼び、日本での生活を楽しんでいます。

Ayman EL-SAYED（アイマン・エルサイエド）さん 

エジプト出身
薬学研究院　博士研究員

母国は革命、日本は災害

　私は日本政府の対応は迅速で冷静だったと評価してい

ます。被害は甚大ですが、もし日本でなければ、もっと被

害は大きくなっていたでしょう。原発事故後も、科学者

の私はデータから札幌が安全だとすぐわかりましたので

帰国しませんでした。ロシアでは天然ガスが豊富で電気

代も日本の 10 分の 1 程度と安く、他のエネルギー利用は

考えられていません。でも資源の少ない日本では原子力

を完全に排除するのは難しいと思います。

　私は、礼儀正しくて、コミュニケーション力が高い日

本人に強く惹かれています。被災地のボランティアに行

こうとしましたが、日本語の勉強を始めたばかりで、受

入れ団体が見つかりませんでした。外国人一人でも参加

できるように、行政や大学でツアーのようなものを企画

してくれたらすぐにでも参加したいです。

Sergey GRABOVSKY（セルゲイ・グラボフスキー）さん

ロシア出身
理学部　物理学科　理数科応援プロジェクトコーディネーター

私が帰国しなかった理由

　私の出身地は自然災害が少なく、地震も津波も経験が

ありませんでした。しかしこの震災では、自分も揺れを

経験し、研究室に被災地出身の人がいるので他人事とは

思えませんでした。研究に専念したい時期でしたが、心

配する両親のために震災直後 4 週間ほど帰国しました。

その間ニュースや友人から情報を得ていましたが、日本

は復興への対応が遅いと感じました。政府が被災者の

ニーズを汲み取って素早く対応すれば、国民の信頼を得

られると思うからです。こうした対応は、政府から軍へ

と命令系統が確立している中国の方が早いと思います。

　節電と言いながら日本は昼間でも照明がついていて無

駄が多いと思います。中国の大学では、キャンパスの外

灯に学生が開発した太陽光ライトが使われていました。

北大でもぜひ取り入れてほしいです。

OU Wei（オウ・ウェイ）さん

中国出身
環境科学院　博士課程 2 年

先進国なのに遅い、復興への対応のスピード

北大留学生の所属 研究所等
51人

学部　280人 大学院　1119人
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